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子育てに手厚い予算を可決

3
月
11
日
か
ら
14
日
の
4
日
間
、
予
算
決
算
委
員
会
に

お
い
て
令
和
6
年
度
予
算
案
の
内
容
を
審
査
し
、
3
月

21
日
の
本
会
議
最
終
日
に
全
て
の
予
算
を
可
決
し
ま
し

た
。

議
案
第
29
号
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
４
件

税
金
の
使
い
方
が
決
ま
り
ま
し
た

このようなことが決まりました
令和６年 第１回 定例会（2月29日～3月21日）

	 市長提出議案	 ３４件
	 議員提出議案	 １件

令和６年第１回定例会を２月２９日から３月２１日まで開催しました。
令和６年度一般会計予算などを含む市長提出議案３４件は、いずれも原案のとおり
同意・可決しました。
また、議員提出議案１件も全会一致で可決しました。

▷関連4～9ページ
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新たな時代に向けて、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
水
道
使
用
者
を
支
援
す
る
た
め
、
水
道
料

金
改
定
後
の
固
定
料
金
の
一
部
を
免
除
し
ま
す
。

議
案
第
32
号
水
道
事
業
会
計
予
算

議
案
第
９
号
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

水
道
料
金
を
支
援
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
を

見
直
し
ま
す

保
険
給
付
費
が
年
々
増
加
す
る
中
、
被
保
険
者
の
後
期

高
齢
者
医
療
へ
の
移
行
に
よ
る
被
保
険
者
数
の
減
少
、

所
得
状
況
等
に
よ
り
、
令
和
6
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
収
入
が
不
足
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
税
率

等
を
見
直
し
、
健
全
な
保
険
給
付
が
行
え
る
よ
う
財
源

を
確
保
し
ま
す
。
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「
子
育
て
を
応
援
し

　
　
　
た
は
ら
の
未
来
を
彩
る
」
予
算

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ

ス
チ
ナ
情
勢
に
加
え
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
な
ど
の
国
際

情
勢
に
よ
る
本
市
の
産
業
へ
の
影
響
、
ま
た
、
足
下
の
物
価

高
騰
や
世
界
経
済
の
減
速
等
に
よ
る
景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク

な
ど
に
注
視
が
必
要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
と
な

る
「
第
2
次
田
原
市
総
合
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
本

計
画
に
は
、将
来
都
市
像
「
う
る
お
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
～
み
ん
な
が
幸
せ
を
実
現
で
き
る
ま
ち
～
」
の

実
現
に
向
け
、
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、
そ
れ
に
適
応
し

た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
に
よ
り
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
点
テ
ー

マ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、総
合
計
画
の
ス
タ
ー

ト
年
と
し
て
の
取
り
組
み
を
展
開
す
る
予
算
が
、
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
の
重
点
施
策

総　額 472億412万円
（前年度比　＋25億5,946万円）

一般会計予算 319億7,000万円
（前年度比　＋24億3,000万円）

特別会計予算 93億7,341万円
（前年度比　＋2億272万円）

企業会計予算 58億6,071万円
（前年度比　−7,326万円）

▪特別会計の内訳

国民健康保険特別会計 82億7,624万円

後期高齢者医療特別会計 10億9,716万円

▪企業会計の内訳

水道事業	 （収益的支出） 12億8,416万円

	 （資本的支出） 7億3,237万円

下水道事業	（収益的支出） 25億3,926万円

	 （資本的支出） 13億		490万円

市長から、令和６年度の予算案が提出され、議長以外の全議員で構成する予算決算
委員会において、内容を審査しました。
審査の結果、全ての予算案を可決し、令和６年度の税金の使い方が決まりました。

※万円未満切り捨てのため、合計が合わない場合があります

令和６年度予算審査

税金の使い方が決まりました

▽
予
算
決
算
委
員
会
で
の
審
査
は
7
〜
9
ペ
ー
ジ

①
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

②
住
ん
で
み
た
い
・

	

　
訪
ね
て
み
た
い
ま
ち
づ
く
り

③
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
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市民プールの整備（継続）
2,074万円

民間ノウハウを活用できる手法にて
事業の推進を図り、事業者を選定

「世界に誇れる花のまち」に向けた取組
6,795万円

（仮称）花のフェスティバルの開催、
フォトスポットの整備、花木を活用した
名所づくり事業の支援などを実施

重層的支援体制整備事業
1億7,626万円

高齢、障害、子育て、教育、困窮など
各分野で連携し、支援ニーズに対応した

支援体制を構築

子育て世帯の負担軽減のため、3歳未満児の
保育料及び3歳以上児の給食費を無償化

災害対策の充実
5億2,711万円

防災行政無線の更新（R5～R7）や
防災アプリ、災害調査用ドローン

などを導入

（仮称）渥美半島花火大会の支援
5,000万円

新規に開催される花火大会を支援し、
観光客の宿泊誘導や飲食店等の利用を促進

小中学校入学応援金
5,070万円

多額の費用がかかる新入学時の
負担軽減のため、入学応援金を支給

書かない窓口システムの導入
587万円

端末でマイナンバーカード等の情報を
読み取り、申請書を自動作成する

システムを導入

令和６年度
主な事業

令和６年度の新規事業
を中心にご紹介します。

（万円未満切り捨て） 保育園･こども園の保育料及び給食費の無償化
1億2,187万円
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議
案 

№
9

保
険
税
率
等
の
見
直
し

問	

今
回
の
条
例
案
の
税
率
と
し
た
理
由

は
。

答 

各
市
町
村
が
目
指
す
べ
き
参
考
値
と
し

て
県
か
ら
示
さ
れ
る
標
準
保
険
料
率
を

参
考
に
国
民
健
康
保
険
税
の
試
算
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
幅
な
増
額
が
見
込

ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
基
金
の
活
用
や
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
増
額
に
よ

り
、
被
保
険
者
の
負
担
急
増
の
軽
減
を

図
る
税
率
と
し
た
た
め
。

問	

被
保
険
者
へ
の
影
響
額
は
。

答 

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
平
均
で
、
約

7
9
0
0
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

問	

標
準
保
険
料
率
と
し
た
場
合
に
は
、
ど

の
程
度
増
額
に
な
る
の
か
。

答 

参
考
に
試
算
を
し
た
結
果
、
被
保
険
者
一

人
当
た
り
の
平
均
で
約
2
万
8
7
0
0
円

の
増
額
と
い
う
試
算
結
果
だ
っ
た
。

問	

標
準
保
険
料
率
と
の
差
が
あ
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
改
正
を
考
え
て
い
る
か
。

答 
県
に
納
め
る
事
業
費
納
付
金
、
医
療
費

や
被
保
険
者
の
所
得
の
見
込
み
、
被
保

険
者
数
、
標
準
保
険
料
率
は
毎
年
度
変

動
し
て
い
く
。
市
と
し
て
の
国
民
健
康

保
険
税
の
税
収
見
込
み
を
勘
案
し
、
税

率
改
正
の
要
否
は
毎
年
度
検
討
し
て
い

く
。

議
案 

№
11

子
ど
も
医
療
費
の
支
給
範
囲
を
拡
大

問	

高
校
生
等
の
通
院
医
療
費
助
成
を
10
月

1
日
か
ら
適
用
と
し
た
理
由
は
。

答 

受
給
者
証
の
周
知
や
申
請
期
間
、
交
付

な
ど
の
準
備
期
間
を
考
慮
し
た
た
め
。

問	

対
象
者
が
把
握
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

一
斉
交
付
は
で
き
な
い
の
か
。

答 

子
ど
も
医
療
費
の
制
度
は
、
健
康
保
険

の
規
定
に
よ
る
医
療
給
付
の
自
己
負
担

額
を
助
成
す
る
も
の
で
、
加
入
さ
れ
て

い
る
健
康
保
険
証
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
申
請
書
・
健
康
保
険
証
の

写
し
を
提
出
い
た
だ
く
と
し
て
い
る
。

問	

周
知
や
啓
発
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

答 

高
校
生
等
の
年
代
の
方
に
は
個
別
に
申

請
案
内
を
送
付
す
る
が
、
市
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
各
医
療
機

関
等
へ
も
周
知
の
協
力
を
お
願
い
す
る

予
定
。
ま
た
、
未
申
請
者
を
把
握
し
、

申
請
勧
奨
の
案
内
を
行
う
こ
と
で
申
請

忘
れ
の
な
い
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

（
3
／
8　
文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案 

№
5

番
号
利
用
法
改
正
に
伴
う
条
例
改
正

問	

条
例
改
正
の
時
期
が
今
に
な
っ
た
理
由

は
。

▪
令
和
6
年
第
1
回
定
例
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

2
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

（
河
邉
　
禎
人
　
氏
）

3
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

（
齋
藤
　
良
哲
　
氏
）

4
江
比
間
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

5
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

6
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

7
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

8
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

9
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

10
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

11
子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正

12
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

13
漁
港
管
理
条
例
及
び
漁
港
土
砂
採
取
料
等

徴
収
条
例
の
一
部
改
正

14
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

15
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

18
市
道
路
線
の
廃
止

19
市
道
路
線
の
認
定

26
豊
橋
市
と
田
原
市
と
の
間
の
青
少
年
の
野

外
活
動
等
に
関
す
る
事
務
の
委
託
の
廃
止

に
関
す
る
協
議

指
定
管
理
者
の
指
定

16
赤
羽
根
診
療
所
（
愛
知
県
厚
生
農
業
協
同

組
合
連
合
会
渥
美
病
院
）

17
赤
羽
根
観
光
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
株
式
会
社
田
原
観
光
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

20
港
湾
（
泉
港
：
渥
美
漁
業
協
同
組
合
）

21
漁
港
（
姫
島
漁
港
・
宇
津
江
漁
港
：
渥
美

漁
業
協
同
組
合
）

22
小
型
船
舶
係
留
施
設
（
浦
南
河
岸
小
型
船

舶
係
留
施
設
：
浦
区
自
治
会
）

23
都
市
公
園
（
滝
頭
公
園
：
田
原
区
）（
緑

が
浜
緑
地
・
緑
が
浜
2
号
緑
地
：
田
原
造

園
協
同
組
合
）（
白
谷
海
浜
公
園
：
白
谷

海
浜
公
園
管
理
組
合
）

24
市
民
館（
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

25
緑
が
浜
運
動
公
園（
田
原
造
園
協
同
組
合
）

令
和
5
年
度
補
正
予
算

27
一
般
会
計
（
第
10
号
）

28
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
2
号
）

令
和
6
年
度
予
算

29
一
般
会
計

30
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

31
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

32
水
道
事
業
会
計

33
下
水
道
事
業
会
計

▪
追
加
議
案

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

34
副
市
長
の
選
任

（
鈴
木
　
亨
　
氏
）

35
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

（
伊
藤
　
正
徳
　
氏
）

議
案
番
号

議
員
提
出
議
案

議発1
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表
に
関
す

る
条
例

※
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議案に対する
委員会・本会議での

議員の質疑・意見です

主な質疑
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答 
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
令
和
5
年
6
月
9
日
に
公
布
さ

れ
、番
号
利
用
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
1
年
3
カ
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
政
令

で
定
め
る
日
か
ら
施
行
と
な
っ
て
い
る

が
、
デ
ジ
タ
ル
庁
か
ら
番
号
利
用
法
の

施
行
期
日
は
令
和
6
年
5
月
末
頃
を
予

定
し
て
い
る
と
連
絡
を
受
け
た
た
め
。

問	

条
例
改
正
に
よ
り
市
民
へ
の
影
響
は
あ

る
の
か
。

答 

引
用
し
て
い
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
条
例
改
正
す
る
も
の
で
あ

り
、
市
民
へ
の
影
響
は
な
い
。

議
案 

№
6

在
宅
勤
務
等
手
当
の
支
給

問	

在
宅
勤
務
等
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
、

国
は
、
支
給
要
件
を
満
た
せ
ば
在
宅
勤

務
等
の
日
数
に
よ
ら
ず
定
額
3
千
円
を

支
給
す
る
の
に
対
し
、
月
額
3
千
円
を

超
え
な
い
範
囲
で
実
際
に
在
宅
勤
務
等

を
し
た
日
数
、
実
績
に
応
じ
て
支
給
す

る
こ
と
に
し
た
理
由
は
。

答 

国
は
3
カ
月
以
上
の
期
間
を
定
め
、
毎

月
の
平
均
在
宅
勤
務
等
日
数
で
支
給
の

可
否
を
判
定
す
る
こ
と
に
対
し
、
本
市

の
場
合
は
、
支
給
要
件
の
期
間
を
1
カ

月
と
定
め
、
ま
た
、
特
殊
勤
務
手
当
等

の
変
動
手
当
の
支
給
方
法
に
合
わ
せ
、

実
績
払
い
と
し
て
い
る
。

問	

支
給
額
の
計
算
方
法
は
。

答 

国
の
手
当
額
の
月
額
3
千
円
を
、
1
カ

月
の
標
準
的
な
勤
務
日
数
21
日
で
除
し

た
1
日
当
た
り
の
支
給
額
1
4
2
円

に
、
在
宅
勤
務
等
の
実
施
日
数
を
乗
じ

て
支
給
す
る
。

問	

通
勤
手
当
の
減
額
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
調
整
す
る
の
か
。

答 
在
宅
勤
務
等
手
当
の
支
給
を
受
け
る
職

員
は
、
月
に
10
日
以
上
は
通
勤
し
な
い

こ
と
と
な
る
た
め
、
そ
の
通
勤
し
な
い

日
数
分
に
相
当
す
る
通
勤
手
当
額
を
減

額
す
る
。（

3
／
8　
総
務
産
業
委
員
会
）

議
案 

№
27

令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
基
金
へ
の
積
み
立
て

問	

基
金
の
使
途
は
。

答 

市
民
公
益
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
補

助
金
や
、
市
民
館
な
ど
の
長
寿
命
化
対

策
や
建
て
替
え
が
適
正
な
時
期
に
行
わ

れ
る
よ
う
財
源
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
、
こ
う
し
た
事
業
に
活
用
す
る
。

中
央
公
園
の
工
事
請
負
費
の
減
額

問	

多
目
的
広
場
防
球
ネ
ッ
ト
設
置
工
事
の

実
施
を
見
送
る
こ
と
と
し
た
経
緯
は
。

答 

地
盤
が
予
想
を
超
え
て
軟
弱
な
こ
と
が

分
か
り
、
設
計
を
見
直
し
た
こ
と
に
よ

り
工
事
費
用
が
大
幅
に
増
大
す
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、関
係
団
体
と
協
議
し
、

再
検
討
を
行
う
べ
き
と
の
協
議
結
果
を

踏
ま
え
、工
事
を
見
送
る
こ
と
と
し
た
。

議
案 

№
29

令
和
6
年
度
一
般
会
計
予
算

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
事
業

問	

定
住・移
住
促
進
Ｐ
Ｒ
事
業
の
内
容
は
。

答 

Ｐ
Ｒ
を
行
う
べ
き
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
な
ど

の
分
析
結
果
に
基
づ
い
た
ウ
ェ
ブ
広
告

の
作
成
や
、
発
信
力
の
高
い
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
を
作
成
し
、
名
古
屋
駅
な

ど
へ
の
広
告
の
実
施
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

へ
の
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
。

電
子
計
算
業
務
運
用
事
業

問	

書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う

な
申
請
書
に
対
応
す
る
予
定
か
。

答 

市
民
課
関
係
で
は
、
住
民
票
の
写
し
、

戸
籍
抄
本
の
請
求
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
更
新
や
内
容
事
項
の
変
更
な

ど
6
申
請
、
保
険
年
金
課
関
係
で
は
、

主
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
届
出
に
関
係

し
た
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医

療
関
係
な
ど
14
申
請
、
税
務
課
関
係
で

は
、
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
関
係
の
納
税
証
明
の
申
請
な
ど
4

申
請
を
現
段
階
で
は
予
定
し
て
い
る
。

雇
用
推
進
事
業

問	

た
は
ら
企
業
フ
ェ
ア
を
ど
の
よ
う
な
形

式
で
実
施
す
る
予
定
か
。

答 

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

問	

オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答 

当
日
会
場
に
行
け
な
い
方
や
市
外
に
出

て
い
っ
た
大
学
生
な
ど
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
企
業
の
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
な
ど
、
多
く
の
方
に
市
内

企
業
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
。

誘
致
活
動
事
業

問	

工
場
の
廃
熱
を
利
用
し
た
脱
炭
素
シ
ス

テ
ム
の
実
現
性
調
査
と
は
。

答 

今
後
整
備
予
定
の
市
民
プ
ー
ル
に
臨
海

部
の
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
熱
を
輸

送
し
、
プ
ー
ル
の
給
湯
や
空
調
な
ど
の

補
助
熱
源
と
し
て
活
用
し
、
化
石
燃
料
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の
使
用
量
の
削
減
な
ど
に
取
り
組
む
事

業
性
を
調
査
す
る
も
の
。

問	
熱
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
運
ぶ
こ
と
を

想
定
し
、
事
業
性
を
評
価
す
る
の
か
。

答 

水
に
触
れ
る
と
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
す

る
特
性
を
持
つ
吸
湿
材
の
使
用
を
想
定

し
て
お
り
、
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃

熱
で
吸
湿
剤
を
乾
燥
さ
せ
、
そ
れ
を
コ

ン
テ
ナ
に
詰
め
て
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
す

る
。市
民
プ
ー
ル
で
は
、吸
湿
剤
に
湿
っ

た
空
気
、
あ
る
い
は
水
に
直
接
触
れ
さ

せ
て
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
び
取
り
出

し
、
各
工
程
で
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ス
ト
を
見
極
め
、
事
業
性
を
評
価
す

る
予
定
。

観
光
推
進
事
業

問	

渥
美
半
島
花
火
大
会
事
業
補
助
金
を
計

上
し
た
経
緯
は
。

答 

五
町
合
同
花
火
大
会
は
、
多
く
の
観
光

客
を
集
め
る
人
気
の
行
事
で
あ
る
一

方
、
後
継
者
不
足
等
の
課
題
が
あ
る
と

聞
い
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で

の
規
模
の
五
町
合
同
花
火
大
会
の
打
ち

上
げ
花
火
が
開
催
さ
れ
な
い
見
込
み
で

あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
3
万
人
以
上
を

集
客
す
る
こ
の
貴
重
な
観
光
資
源
の
存

続
の
た
め
、
今
回
計
上
し
た
。

問	

補
助
金
交
付
と
し
た
理
由
は
。

答 

観
光
や
経
済
団
体
等
が
一
体
と
な
り
、

民
間
ベ
ー
ス
で
地
域
内
に
お
け
る
消
費

喚
起
の
具
体
的
な
仕
組
み
や
連
携
を
構

築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
、
そ
の
支
援
と
し
て
補
助
金
交
付
と

し
た
。

問	

予
算
5
千
万
円
に
し
た
根
拠
は
。

答 

五
町
合
同
花
火
大
会
を
参
考
に
し
た

他
、
他
の
花
火
大
会
の
状
況
を
聞
き
取

り
、
会
場
設
営
費
、
広
告
費
、
警
備
費
、

清
掃
費
等
を
積
み
上
げ
た
。

（
3
／
11　
予
算
決
算
委
員
会
）

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
事
業

問	

ひ
き
こ
も
り
者
に
対
す
る
社
会
参
加
へ

の
支
援
と
は
。

答 

本
人
及
び
そ
の
家
族
を
対
象
に
、安
全・

安
心
に
過
ご
せ
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る

他
者
と
交
流
で
き
る
居
場
所
を
提
供

し
、
復
学
支
援
や
勤
労
意
欲
の
喚
起
、

孤
立
防
止
の
促
進
を
図
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
社
会
参
加
に
向
け
た

一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
学
校
へ
の
登
校
や
一

般
就
労
支
援
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

自
殺
対
策
推
進
事
業

問	

今
回
新
た
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
の
教
育

講
座
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
を
対

象
に
ど
ん
な
講
座
を
す
る
の
か
。

答 

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
た
い
状
況
で
も
な
か
な

か
で
き
な
い
子
ど
も
に
対
し
て
、
つ
ら

い
時
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
や
大
人
に

頼
っ
て
よ
い
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い

く
講
座
を
考
え
て
い
る
。

障
害
者
外
出
支
援
助
成
事
業

問	

燃
料
費
助
成
の
内
容
は
。

答 

現
時
点
で
は
、10
リ
ッ
ト
ル
券
を
8
枚
、

合
計
80
リ
ッ
ト
ル
分
、
お
よ
そ
1
万
5

千
円
分
を
燃
料
券
と
し
て
交
付
し
、
交

付
を
受
け
た
方
の
送
迎
な
ど
を
行
う
方

が
給
油
を
す
る
時
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
に
渡
す
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

問	

委
託
料
が
1
千
万
円
ほ
ど
増
額
し
て
い

る
理
由
は
。

答 
市
内
3
か
所
の
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

と
締
結
す
る
も
の
で
、
人
件
費
や
事
務

費
の
単
価
見
直
し
を
行
っ
た
た
め
。

問	

な
ぜ
今
回
見
直
し
を
行
う
の
か
。

答 

昨
今
の
人
件
費
や
物
価
の
高
騰
、
各
セ

ン
タ
ー
の
決
算
額
や
近
隣
自
治
体
と
の

比
較
に
よ
り
、
人
件
費
の
単
価
が
低
い

こ
と
な
ど
が
分
か
っ
た
た
め
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
事
業
（
妊
娠
出
産
）

問	

妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
を
新

た
に
行
う
理
由
は
。

答 

令
和
3
年
度
か
ら
産
婦
健
診
が
産
後
2

週
目
と
4
週
目
の
2
回
に
分
け
て
実
施

さ
れ
て
お
り
、
産
後
間
も
な
い
産
婦
に

と
っ
て
は
通
院
に
係
る
負
担
が
生
じ
て

い
る
。
全
て
の
妊
産
婦
が
安
心
し
て
出

産
・
産
後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
本
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

問	

妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
は
、
何
人

の
人
が
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

答 

妊
娠
中
か
ら
産
後
に
タ
ク
シ
ー
の
送
迎

を
希
望
す
る
と
の
回
答
割
合
13
％
と
令

和
6
年
度
予
測
の
妊
婦
数
か
ら
36
人
と

想
定
し
、
助
成
回
数
1
人
当
た
り
片
道

8
回
全
て
を
利
用
す
る
と
し
て
予
算
化

し
た
。

成
人
感
染
症
予
防
事
業

問	

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
給
付
金
の
見

込
み
の
積
算
根
拠
は
。

答 

既
に
厚
生
労
働
大
臣
認
定
を
受
け
て
い

る
2
件
に
合
わ
せ
、
認
否
を
待
っ
て
い

る
3
件
の
事
案
が
認
定
を
受
け
る
と
想

定
し
、
予
算
計
上
し
て
い
る
。
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生
活
衛
生
事
業

問	
飼
い
主
の
い
な
い
猫
不
妊
去
勢
手
術
費

補
助
金
及
び
補
助
対
象
は
。

答 

市
民
が
行
う
不
妊
去
勢
手
術
に
係
る
費

用
の
う
ち
、
不
妊
手
術
は
1
頭
に
つ
き

1
万
円
、
去
勢
手
術
は
1
頭
に
つ
き
5

千
円
を
限
度
に
補
助
す
る
。
対
象
は
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
動
物
病
院
で
手

術
を
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
市
内
に
住

所
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

ご
み
減
量
・
資
源
化
推
進
事
業

問	

資
源
化
セ
ン
タ
ー
施
設
統
合
基
本
構
想

の
策
定
業
務
の
内
容
は
。

答 

東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
、
赤
羽
根
環
境

セ
ン
タ
ー
、
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
の

3
施
設
の
統
合
に
当
た
り
、
機
能
集
約

を
図
り
、
効
率
的
な
運
営
の
た
め
の
基

本
的
な
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
を
目
的

に
策
定
す
る
も
の
で
、
施
設
規
模
や
施

設
の
統
合
数
、
統
合
場
所
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

農
業
経
営
活
性
化
事
業

問	

世
界
に
誇
れ
る
花
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
に
至
っ
た
背
景
は
。

答 

日
本
一
の
花
の
生
産
地
で
あ
る
本
市
の

魅
力
や
知
名
度
を
高
め
、
世
界
に
誇
れ

る
花
の
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と

し
、
昨
年
7
月
に
花
を
活
用
し
た
ア
イ

デ
ア
の
公
募
を
し
た
。
応
募
さ
れ
た
ア

イ
デ
ア
や
、
こ
れ
ま
で
の
既
存
事
業
を

整
理
し
た
上
で
、
地
域
を
活
性
化
す
る

手
法
と
し
て
効
果
的
で
あ
る
と
判
断

し
、
実
施
を
計
画
し
た
。

（
3
／
12　
予
算
決
算
委
員
会
）

道
路
管
理
事
務

問	

道
路
照
明
施
設
修
繕
工
事
の
内
容
は
。

答 

経
年
劣
化
等
に
よ
る
倒
壊
を
防
ぐ
た

め
、
支
柱
の
建
て
替
え
や
塗
り
替
え
を

実
施
す
る
も
の
で
、
点
検
結
果
に
基
づ

き
、80
基
分
の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

道
路
維
持
事
業
（
渥
美
支
所
）

問	

バ
ッ
ク
ホ
ウ
購
入
の
背
景
は
。

答 

大
雨
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
、
地
域

か
ら
側
溝
し
ゅ
ん
せ
つ
要
望
が
増
加
し

て
お
り
、
道
路
清
掃
委
託
料
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
要
望

に
応
え
て
い
く
た
め
に
購
入
す
る
。

緑
化
推
進
事
業

問	

花
木
の
名
所
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金

の
対
象
は
。

答 

花
木
の
植
栽
、沿
道
整
備
、土
壌
改
良
、

潅
水
施
設
の
整
備
な
ど
。

問	

事
業
区
域
が
5
0
0
㎡
以
上
の
他
に
必

要
な
要
件
は
。

答 

中
高
木
か
ら
低
木
等
、
年
1
回
以
上
花

の
咲
く
樹
木
で
あ
り
、
道
路
か
ら
眺
望

で
き
、
不
特
定
多
数
の
人
が
立
ち
入
っ

て
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
。

図
書
館
運
営
事
業

問	

学
校
図
書
館
の
シ
ス
テ
ム
化
の
内
容
は
。

答 

小
中
学
校
に
学
校
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
こ
れ
ま
で
紙
で
行
っ
て
い
た

図
書
の
管
理
や
貸
し
出
し
、
返
却
手
続

き
な
ど
を
行
う
も
の
。
令
和
7
年
2
月

頃
の
運
用
開
始
を
予
定
。

（
3
／
13　
予
算
決
算
委
員
会
）

議
案 

№
30

令
和
6
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

疾
病
予
防
事
業

問	

慢
性
腎
臓
病
予
防
講
座
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
う
の
か
。

答 

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
た
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
の
方
で
、
腎
機
能
が
低

下
し
て
い
る
方
と
そ
の
家
族
に
対
す
る

講
座
で
、
慢
性
腎
臓
病
の
初
期
段
階
で

腎
症
の
重
症
化
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に
、
年
1
回
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。（

3
／
14　
予
算
決
算
委
員
会
）

このようなことが決まりました

令和6年 第1回 　臨時会（1月29日）

議案第１号
令和５年度一般会計補正予算（第9号）

物価等価格高騰支援給付金の補正予算
を可決しました。

住民税均等割のみ課税世帯並びに、低所得
の子育て世帯へ給付金を支給します。

▪
令
和
6
年
第
1
回
臨
時
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

令
和
5
年
度
補
正
予
算

1
一
般
会
計
（
第
９
号
）

※
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

主
　
な
　
質
　
疑

議
案 

№
1

物
価
等
価
格
高
騰
支
援
給
付
金
の
支
給

問	

通
知
の
内
容
を
理
解
し
か
ね
て
手
続
き

さ
れ
な
い
方
へ
の
対
策
は
。

答 

通
知
に
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番

号
を
分
か
り
や
す
く
印
刷
し
、
要
望
の

あ
っ
た
家
庭
に
は
訪
問
し
、
手
続
き
の

手
伝
い
も
す
る
な
ど
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
の
体
制
を
整
え
て
い
く
。

（
1
／
29　
本
会
議
）
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動画へ
GO

問 	 新年度スタートする第2次田原市総合計画を踏ま
え、どのように重点施策を設定したのか。

答  総合計画の基本計画に掲げた「住み続けたいまち
づくり」「住んでみたい・訪ねてみたいまちづくり」

「未来につながるまちづくり」を人口減少が進行
する状況においても、まちづくりを進めるために
普遍的で重要な視点であると考え、予算編成の重
点施策として設定している。

問 	 歳入確保への取り組みが予算編成にどのように生
かされているのか。

答  企業誘致等安定的な税収の確保に努めるととも
に、ふるさと納税の拡大を図っている。国・県の
補助制度の活用などだけでなく、税収確保の取り
組みや各種基金のバランスのよい活用が財源の確
保につながり、安定的な予算編成に生かされる。

問 	 新年度予算を「子育てを応援し、たはらの未来を
彩る予算」としたことのうち、子どもの成長に合
わせた切れ目のない支援とは。

令和6年度施政方針について

答  安心して子どもを産み、育てられる支援体制の整
備、子どもたちが健やかに育つことができる環境
づくりを進めていくことが重要と考える。子ども
基金を活用した、妊産婦へのタクシー料金の助成
や保育園等の保育料・給食費の無償化、小中学校
の入学応援金の支給など、子どもの成長に合わせ
た支援に取り組んでいく。

問 	 高齢者だけでなく、障害者・子ども・生活困窮者
など、多種多様な課題に対する重層的支援とは。

答  相談支援や地域づくりに向けた支援を一体的に行
う重層的支援体制整備事業を令和6年度から開始
し、関係部署や機関が連携して多種多様な課題に
対応する体制を構築し、支援をしていく。

自由民主党田原市議団
村
むら

上
かみ

  誠
まこと

自由民主党田原市議団

小
お

川
がわ

  金
きん

一
いち

内
ない

藤
とう

  浩
ひろし

山
やま

上
かみ

  勝
かつ

由
よし

真
ま

野
の

  尚
ひさ

功
かつ

古
ふる

川
かわ

  美
み

栄
さか

岡
おか

本
もと

  禎
さだ

稔
あき

鈴
すず

木
き

  和
かず

基
もと

小
お

川
がわ

  貴
たか

夫
お

古
ふる

川
かわ

  幸
ゆき

宏
ひろ

中
なか

野
の

  哲
あき

伸
のぶ

内
ない

藤
とう

  喜
き

久
く

枝
え

中
なか

神
がみ

  靖
やす

典
のり

市民クラブ

柳
やなぎ

元
もと

  浩
ひろ

幸
ゆき

公明党田原市議団

辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

国民民主党田原市議団

中
なか

村
むら

  健
けん

太
た

郎
ろう

青嵐会

岡
おか

本
もと

  重
しげ

明
あき

総合計画の重点テーマを予算編成の重点施策とした

総合計画を踏まえた重点施策の設定は
代表質問

ここが聞きたい

一般質問
　一般質問とは、議員が自身の考えや市民の皆さんの声をもとに
市の行財政全般について方針や執行状況などを質問することです。



11

ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第93号（2024年4月）

問 	 予算編成において重要視した点は。
答  第2次田原市総合計画のスタートを念頭においた取

り組み、デジタル田園都市国家構想田原市総合戦
略の着実な実施、アフターコロナ、デジタル化や
グリーン化など社会情勢の変化に対応するための
取り組み、公共施設、インフラにおける適正管理
の推進、持続可能な行政基盤の確立の5項目を基本
方針として掲げ、令和6年度予算を編成した。

問 	 デジタル田園都市国家構想の田原市総合戦略を重
点施策にどのように反映させたのか。

答  人口が減少する中でも、まちの活力を維持し、誰
もが便利で快適に暮らせる社会を目指して、デジタ
ル化の視点を重点施策の取り組みに反映している。

問 	 渥美半島道路や浜松湖西豊橋道路に対する市の取
り組みは。

答  渥美半島道路については、早期実現に向けた要望
を行っており、県と市において渥美半島の将来像
を見据え、道路ネットワークの在り方の検討を進
めている。また、浜松湖西豊橋道路については、

国や県に対して早期事業化を図るよう要望してお
り、さらに県に対しては、県道豊橋渥美線におけ
る浜松湖西豊橋道路の接続先から三河港大橋まで
の立体化等による機能強化を働きかけている。

問 	 本市の防災・減災対策をどのような方向性で進め
ていくのか。

答  能登半島地震で顕在化した課題を参考に、訓練の
実施や備蓄資材の確保、住宅の耐震改修支援の拡
充、避難所の環境整備などに取り組んでいく。ま
た、災害対策の基本である自助・共助の意識を高
め、地域防災力のさらなる強化を図る。

令和6年度施政方針について

5項目の基本方針を掲げ、予算を編成した

予算編成において重要視した点は
代表質問

動画へ
GO

一般質問

市民クラブ
平
ひら

松
まつ

  昭
あき

徳
のり

代表質問 P 10 自由民主党田原市議団　村
むら
上
かみ
　誠
まこと
　令和6年度施政方針について

P 11 市民クラブ　　　　　　平
ひら
松
まつ
昭
あき
徳
のり
　令和6年度施政方針について

個人質問 P 12 真
ま

野
の

　尚
ひさ

功
かつ

持続可能な行財政運営について

P 12 辻
つじ

　　史
ふみ

子
こ

児童生徒のプライバシーや心情に配慮した健康診断の実施について
こども施策の推進について

P 13 山
やま

上
かみ

　勝
かつ

由
よし

優良農地の維持に向けた取組について

P 14 中
なか

村
むら

健
けん

太
た

郎
ろう

市職員の働き方改革について

P 14 古
ふる

川
かわ

　美
み

栄
さか

被災地から学ぶ防災対策について

P 15 古
ふる

川
かわ

　幸
ゆき

宏
ひろ

災害時におけるデジタル活用について

P 16 岡
おか

本
もと

　重
しげ

明
あき

まちづくりについて

出典：浜松湖西豊橋道路建設促進期成同盟会



ここが聞きたい 般一 質 問

12田原市議会だより 第93号（2024年4月）

動画へ
GO

動画へ
GO

児
童
生
徒
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
心
情
に
配
慮
し
た

健
康
診
断
の
実
施
に
つ
い
て

問	

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
に
配
慮
し
た
健
康
診
断
の
実
施
状
況
は
。

答 

男
女
別
に
行
う
、周
囲
か
ら
見
え
な
い
よ
う
個
別
の
診
察
ス
ペ
ー

ス
を
用
意
す
る
、
体
操
服
等
を
着
た
ま
ま
実
施
す
る
な
ど
配
慮

し
て
い
る
。
当
日
、事
情
に
よ
り
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
は
、
個
別
の
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
保
護
者

に
は
保
健
だ
よ
り
等
で
事
前
に
検
査
内
容
等
が
周
知
さ
れ
て
い

る
。

持続可能な行財政運営について

問 	 公共施設の複合化や統廃合の進め方は。
答  施設種別ごとの個別施設計画で、今後の方向性と

して、利用率の低い施設は他の公共施設との複合
化や統廃合を検討する施設と位置付け、中でも大
規模改修が避けられないものや安全性が保てない
ものは、早急に検討を進めていく。施設の種別に
より異なるが、複合化や統廃合への理解を深める
ため、基本的には、対象地域のコミュニティ協議
会長、自治会長及び役員、地域住民や利用者の皆
さんとの意見交換の場を順次設け、丁寧に対応し
ていく。

問 	 複合化や統廃合を進めていく場合の周知方法は。
答  広報たはらでは毎年1回、市の施設の現状や適正

化の考え方を掲載し、ホームページでは総合管理
計画や個別計画のほか、個別の施設情報をまとめ
た施設カルテを公表している。早い段階から情報
を提供して検討を進めるとともに、より効果的な
方法で引き続き、周知に努めていく必要があると
考える。

問 	 ふるさと納税（渥美半島田原市応援寄附金）の現
状の評価と今後の取り組み方針は。

答  寄附用ポータルサイトの拡充や返礼品の数の増加
により、寄附金額が大きく伸びたと考える。今後
は、体験型の返礼品の拡充や現地決済型ふるさと
納税の実施、クラウドファンディング型ふるさと
納税の導入を図るなど、更なる認知度の向上・寄
附の拡大に努めたい。

問 	 今後の寄附金の使い道の考え方は。
答  より一層寄附者の共感を得ることができ、意向を

明確に反映できるような寄附の目的を検討してい
く。

大規模改修が避けられない、安全性が保てないものは
早急に検討

公共施設の複合化や統廃合の進め方は

自由民主党田原市議団
真

ま

野
の

  尚
ひさ

功
かつ

小
お

川
がわ

  金
きん

一
いち

内
ない

藤
とう

  浩
ひろし

村
むら

上
かみ

  誠
まこと

古
ふる

川
かわ

  美
み

栄
さか

岡
おか

本
もと

  禎
さだ

稔
あき

鈴
すず

木
き

  和
かず

基
もと

小
お

川
がわ

  貴
たか

夫
お

古
ふる

川
かわ

  幸
ゆき

宏
ひろ

中
なか

野
の

  哲
あき

伸
のぶ

内
ない

藤
とう

  喜
き

久
く

枝
え

中
なか

神
がみ

  靖
やす

典
のり

市民クラブ

柳
やなぎ

元
もと

  浩
ひろ

幸
ゆき

平
ひら

松
まつ

  昭
あき

徳
のり

国民民主党田原市議団

中
なか

村
むら

  健
けん

太
た

郎
ろう

青嵐会

岡
おか

本
もと

  重
しげ

明
あき

情
報
収
集
や
近
隣
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く

５
歳
児
健
康
診
査
実
施
に

向
け
て
の
考
え
方
は

辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

公明党田原市議団
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こ
ど
も
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

問	

ス
ム
ー
ズ
な
就
学
へ
の
移
行
支
援
体
制
の
構
築
に
5
歳
児
健
診

は
必
要
と
考
え
る
が
、
実
施
に
向
け
て
の
考
え
方
は
。

答 

ま
ず
は
現
状
の
健
診
等
で
発
達
に
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
の
早

期
把
握
と
、
そ
の
後
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
向
け
て
各
関
係

機
関
と
協
議
・
連
携
し
、
支
援
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
実
施
に
つ
い
て
は
、医
師
会
と
の
協
議
や
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
を
模
索
し
な
が
ら
、
先
進
自
治
体
の
情
報
収
集
や
近

隣
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問	

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
可
能
性
が
あ
る
児
童
生
徒
を
見
つ
け
た
場

合
の
学
校
の
対
応
は
。

答 

教
員
ま
た
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
聞
き
取
り
を

行
い
、
支
援
が
必
要
な
場
合
は
、
福
祉
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
支
援
を
行
う
。
児
童
生
徒
の
観
察
や
家
庭
状
況
の
把
握
を
継

続
し
、
必
要
な
支
援
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
い
く
。

問	

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
し
、
実
効
性
の
あ
る
仕
組
み
の
構
築
を

期
待
す
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答 

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の

連
携
を
深
め
て
い
く
。
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯

の
現
状
把
握
や
相
談
支
援
等
を
行
い
、
関
係
機
関
が
連
携
し
た

効
果
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

優良農地の維持に向けた取り組みについて

「地域計画」の策定などに取り組む

問 	 農業者が減少する中で、遊休農地を増加させない
ための取り組みは。

答  地域の農地を次世代に引き継いでいくための指針
となる地域計画の策定や、農地・園芸施設バンク
等の制度を活用する取り組みなどを進めている。

問 	 地域計画の策定が今後の農地の集積・集約化にど
のように役立つと考えているのか。

答  農業者が地域農業をより良くするための方策を話
し合い、合意形成を図りながら計画の策定を進め
ることで、農業者が主体性を持った農地の集積・
集約化の推進が図られると考えている。

問 	 今後、地域農業の中心となる担い手だけでは、全
ての農地を維持することが困難になることも懸念
されるが、市の対策は。

答  定年退職後の就農支援や、移住者への新規就農支
援等を充実させ、農地の維持を図っていく。

問 	 環境に配慮した農地の土づくりの取り組みは。
答  土壌の環境改善や化学肥料削減に効果のある緑肥

作物の導入支援、家畜排せつ物を堆肥化する地域
資源の活用、耕種農家と畜産農家による耕畜連携
の取り組み支援、土づくり講演会等を行っている。

問 	 土壌診断の市内の取り組みは。
答  愛知県が地域の土壌の状態の把握に取り組んでお

り、東三河管内３００地点のうち本市では２２０
地点の土壌分析をしている。

問 	 市は県の土壌診断の結果を今後の農地の土づくり
にどう生かしていくのか。

答  土壌の情報や取り組むべき対策を生産者や農業関
係機関と共有し、土づくりに生かしていきたい。

遊休農地を増加させないための取り組みは

動画へ
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  勝
かつ

由
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自由民主党田原市議団

https://machiiro.town/lq/aichi_tahara

①下の二次元コードかアドレス
からアクセス
②「マチイロ」をダウンロード
③個人設定→お住まいの地域
を「田原市」に設定

利用方法

スマートフォンで
議会だよりが読めます
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動画へ
GO

動画へ
GO

被
災
地
か
ら
学
ぶ
防
災
対
策
に
つ
い
て

問	

本
市
の
防
災
対
策
の
現
状
の
課
題
は
。

答 

建
物
の
耐
震
化
・
減
災
化
対
策
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
り
組
み

の
充
実
、
救
援
ル
ー
ト
を
速
や
か
に
復
旧
さ
せ
る
体
制
の
整
備
・

強
化
、
避
難
所
の
環
境
や
備
蓄
品
の
内
容
・
数
量
の
見
直
し
、

マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
を
ど
う
す
る
か
が
課
題
。

問	

建
物
の
耐
震
化
・
減
災
化
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答 

普
及
啓
発
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
化
・
減
災
化
に
か
か

る
補
助
金
制
度
を
拡
充
し
、
推
進
に
努
め
て
い
く
。

問	

避
難
所
の
環
境
を
見
直
す
と
の
こ
と
だ
が
。

答 

特
に
生
活
面
や
衛
生
面
の
対
策
を
優
先
し
、
汚
物
を
密
封
す
る

機
能
を
有
し
た
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
を
配
置
し
て
い
く
。

問	

備
蓄
品
の
内
容
、
数
を
見
直
す
と
の
こ
と
だ
が
。

答 

支
援
物
資
の
到
達
に
差
が
生
じ
る
可
能
性
や
観
光
客
の
対
応
も

考
慮
し
、
備
蓄
数
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
し
て
い
く
。

問 	 ワークライフバランスの取り組みの現状は。
答  全ての職員がそれぞれの希望するライフスタイル

を実現しながら生き生きと働き、能力を最大限に
発揮できる職場環境を整備することを目指し、年
次有給休暇や男性の育児休業等の取得率向上、時
間外勤務の削減に向けた取り組みを推進してき
た。

問 	 時間外勤務を減らすための取り組みは。
答  労働基準法に規定された月45時間、年間360時間

の時間外勤務時間の上限規制を適用している。ま
た、所属長に対し特定の職員に業務が偏らないよ
う業務分担の見直しを依頼するなど、組織として
削減に取り組んでいる。

問 	 時間外勤務が一月に80時間を超えてしまう職員の
健康管理の対策は。

答  産業医による健康相談や、希望者には臨床心理士
によるカウンセリングを実施するなど、心身の健
康につながるよう対策をしている。

問 	 職員を適材適所に配置し、少ない人数で業務を効
率的に実施するためにデジタル技術の活用がある
と考える。今後のＤＸへの取り組みは。

答  既存業務をデジタル技術に置き換え、職員の負担
軽減、効率化を図っていく。また、既に導入して
いるデジタル技術の活用範囲拡大を図るなど、絶
え間なく新技術の情報収集に努めていきたい。

問 	 職員が生き生きと働けるような環境の整備につい
て、市はどのように考えているか。

答  適切な職員数と適材適所の配置で職員が働きやす
い環境を整えることが、最少の経費で最大の効果
を上げる一つの手段となり、住民サービスの向上
につながると考える。

市職員の働き方改革について

最小の経費で最大の効果を挙げる手段となり、住民サービスの
向上につながる

職員が生き生きと働ける環境整備を
どう考えるか
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問	

田
原
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
で
は
、
2
0
3
0
年
に
基
幹
管
路

の
耐
震
化
率
50
％
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
目
標
を
見
直

し
、
耐
震
化
を
加
速
す
る
考
え
は
。

答 

財
源
の
確
保
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
材
の
育
成
や
確
保
な
ど
に

努
め
、
耐
震
化
整
備
を
加
速
し
て
い
く
。

問	

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
の
新
た
な
手
法
を
取
り
入
れ

て
い
く
考
え
は
。

答 

能
登
半
島
地
震
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
前
登
録
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
調
整
や
電
話
問

い
合
わ
せ
に
よ
る
混
乱
を
軽
減
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
本
市
で

も
活
用
で
き
る
も
の
と
思
う
。

問 	 デジタルを活用した防災情報伝達の取り組みの現
状は。

答  防災行政無線や安心安全ほっとメール等のほか、
民間の防災アプリとも連携して情報伝達を行うな
ど、少しでも早く情報が伝わるよう伝達手段の多
重化を図り、的確な発信に努めている。また、河
川等の監視システムによるリアルタイムでの状況
把握や避難所へのＷｉ－Ｆｉ整備等にも取り組ん
でいる。

問 	 音声通話や紙でのやりとりの他、デジタルでの情
報収集も必要だと思うが。

答  避難所に配置される職員と災害対策本部との間で
は、自治体向けビジネスチャットツールを導入し、
連絡事項などの情報を共有している。今後は、自
治体専用オンライン申請システム等を活用し、被
害状況や避難所ごとの避難者数等の集計をするな
ど、災害対応の効率化を図っていく。

問 	 避難所等の運営は自主防災会が重要な役割を担う
が、自治会のＩＣＴ推進の課題は。

答  操作が難しい、運用が負担、継続的な費用がかか
るなどの課題や、高齢者に利用登録をしてもらう
ことが非常に困難という声も聞いている。

問 	 今後、自治会に対し、ＩＣＴ導入拡大に向けた支
援をどう考えているのか。

答  ＩＣＴの利活用は、基本的には自治会などが自ら
行うものとなる。自治会が求める機能やメリット
等について、地域コミュニティ連合会などと共に
整理し、最適なシステムの選定や具体的な支援策
について、来年度改めて検討していく。

災害時におけるデジタル活用について

システム等を活用し、災害対応の効率化を図っていく

デジタルでの情報収集も必要だと思うが
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。
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動画へ
GO

問 	 企業誘致における地域住民への周知方法は。
答  バイオマス発電誘致の際は、童浦校区の自治会単

位で住民説明会を開催し、理解いただいた。今後
も、より多くの方に周知できるよう取り組んでい
く。

問 	 住民の不安解消の対策は。
答  全ての事業者に公害防止指導基準の遵守を約束さ

せている。新たな不安の声が上がった場合は、立
地企業と調整し不安解消に努めていく。

問 	 臨海企業等で働く人たちなどが、本市に住居を構
えたくなるような施策は。

答  宅地供給に加え、子育て支援など、まち全体の住
みよさを向上させるとともに、海等の自然環境な
ど本市の魅力や特性を市内外に広く発信してい
る。

問 	 農地を利用したい人が農作物を栽培すれば、遊休
農地対策と定住・移住など本市の課題を改善でき
る可能性を感じるが。

答  別の仕事や趣味をしながら農業をする「半農半Ⅹ」
等、さまざまな形で農業に関わる方を増やすこと
は、課題改善につながる可能性があると考える。

問 	 潮害対策を進めることによって内海の海岸を楽し
める場となると考えるが。

答  潮害対策は必要に応じて要望するとともに、内海
には海水浴場などの楽しめる場所があるので、安
心して遊べるよう保全していく。

問 	 太平洋側の浸食防止策を進めることで、余暇を楽
しめる場となり、魅力を提供できると考えるが。

答  砂浜の保全の要望と併せ、太平洋ロングビーチの
施設や駐車場等の保全・充実を図ることで、海岸
を楽しめる場としての魅力づくりが図られると考
える。

まちづくりについて

自然環境など本市の魅力を広く発信している

本市に住居を構えたくなるような施策は
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https://www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/

議会ホームページで本会議（一般質問）の
映像を見ることができます

パソコン・スマートフォン・タブレット端末で
本会議（一般質問）の映像を見ることができます。

①下の二次元コードかアドレス
からアクセス
②視聴したい定例会、日程、議員
を選択

利用方法

お知らせ　information

日 月 火 水 木 金 土

開会時刻は１０時です。（６月２０日の総務産業委員会は１３時３０分）
※日程および時間は、変更になる場合があります。
マークの日に、一般質問の映像をケーブルテレビ・インターネットで

中継していますので、ぜひご覧ください。
本会議・委員会は誰でも傍聴できます。

5/26 27 28 29 30 31 6/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

令和6年第2回定例会（6月定例会）会期
6月13日 (木 )～ 6月 27日 (木 )

本会議
（議案審議）

本会議
(一般質問)

文教厚生委員会
総務産業委員会

予算決算委員会

議会運営委員会 本会議
（採決等）
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令和5年　議会活動状況の報告　　

（令和5年1月1日～令和5年12月31日）

本
会
議

定 例 会 ４回　（会期日数　８３日、会議日数　１６日）
臨 時 会 ２回　（会期日数　　２日、会議日数　　２日）
一 般 質 問 代表質問：日数２日、延べ人数４人・個人質問：日数８日、延べ人数３０人
傍 聴 者 数 延べ７９人

議 会 運 営 委 員 会 １１回 同協議会 １１回
総 務 産 業 委 員 会 　５回　（付託議案件数　２６件） 同協議会 ４回
文 教 厚 生 委 員 会 　５回　（付託議案件数　３６件） 同協議会 ７回
予 算 決 算 委 員 会 １２回　（付託議案件数　２０件） 行政評価勉強会 ２回
広 報 広 聴 委 員 会 　９回 編集会議 ９回 同協議会 ８回
全 員 協 議 会  　３回
田 原 市 総 合 計 画
審 査 特 別 委 員 会  　３回　（付託議案件数　１件） 同協議会 ４ 回

行 政 視 察

総務産業委員会（９人）７月１１日～７月１３日
栃木県鹿沼市㈱DANNAVISION「商業の活性化及びまちの賑わいづくり」
ほか３件

文教厚生委員会（９人）１１月６日～１１月８日
　岡山県赤磐市「部活動の地域移行」ほか３件
議会運営委員会（６人）１１月１日～１１月２日

三重県四日市市　「議会改革への取り組み(決算・予算審査の連動サイクル等)」
ほか1件

広報広聴委員会（７人）
　滋賀県長浜市「意見交換会」ほか1件

市 内 ・ 市 外 視 察 ３回（総務産業委員会２回、文教厚生委員会１回）

議 員 研 修 会

東三河市町村議会議員・議会事務局職員合同研修会
　・７月２４日「議会・自治体におけるＤＸ推進への今後の取り組み」
新任議員研修
　・２月７日～１０日、１４日　「新任議員連続基礎講座」ほか２件
議員研修
　・１２月８日「救命講習会」

2月5日、新型コロナウイルス感染症の影響により中止していた鳥羽市議会との交流会を、4年ぶりに開催
し、田原市議会議員全員で三重県鳥羽市議会を訪れ、お互いの取り組みの紹介や鳥羽マルシェの視察などに
より交流を図りました。

鳥羽市議会と田原市議会
は、平成20年5月の道路シ
ンポジウムを機に交流が始
まり、平成28年10月には市
議会単独で友好交流協定を
締結しています。

鳥羽市議会との交流会を行いました
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行政視察報告

文教厚生委員会
（11月6日～8日）

行政視察報告

議会運営委員会
（11月1日～2日）

【視察テーマ・視察先】
・	「議会改革への取り組みについて（決算審査と予算
審査の連動サイクル等）」（三重県四日市市）

・	「議会改革への取り組みについて（議会改革白書、
検討課題カルテ等）」（三重県亀山市）

【視察テーマ・場所】
・	「部活動の地域移行について」（岡山県赤磐市）
・	「部活動の地域移行について」（岐阜県羽島市）
・	「地域包括ケアについて」（愛知県豊明市）
・	「地域包括ケアについて」（岐阜県岐阜市）

【参考になった点・所感】
・ 地域部活動の目的は教員の働き方改革だけでなく、

地域で子どもを育てるという共通認識が重要であ
り、地域全体で取り組んでいる。（赤磐市）

・ スポーツクラブと規約を作成した上で、部活動ク
ラブ活動引継ぎ用紙を活用し、指導方針等を共有
することが肝要である。（羽島市）

・ 地域の資産である人や企業を巻き込んでネット
ワークを作ることが大切であり、施設等の利用を
促し高齢者が集う場を作るため、民間活力をうま
く使っていると感じた。（豊明市）

・ 市独自の研修会を受講することで、料理など簡単
な生活援助の資格を持つことができ、訪問介護サー
ビスの人材不足の課題に対応していた。（岐阜市）

【参考になった点・所感】
・ 決算反映型の予算となるよう、決算審査と一般質

問の日程を入れ替えるなどの対応をしており、議
会改革を進める上で考えられていると感じた。（四
日市市）

・ 白書があることにより、議会改革の取り組みの振
り返りができる。このことは、改革を後戻りさせ
ないための役割を担っていると感じた。（亀山市）
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開催します
令和６年第１回定例会の議会報告会及び各会場のテーマごとに意見交換会を行います。
事前申し込みは不要です。どなたでも参加できますので、会場に直接お出かけください。

■実施方法：	初めに議会報告を行います。その後、テーマごとに分かれて、
	 意見交換を行います。

4月4日
伊勢湾フェリー60周年記念式典

海の道として重要な役割を担っているご
功績に敬意を表し、創立60周年をお祝い
しました。

1月7日
二十歳の集い

3月22日
亀山コミュニティ協議会
議場等見学

「皆さんの活躍がこれからの田原市、さ
らには日本を支えていく力となる」と激
励の言葉を送りました。

亀山コミュニティ協議会の皆さまが、協
議会活動の一つ「シニアの社会見学」と
して議場等を見学されました。

1月6日
消防出初式・観閲式

地域の消防・防災活動の中心として、昼
夜を問わず活動していただいてる消防団
員を激励しました。

議
会
の
活
動

議
会
の
活
動

2月22日
日本風景街道大学・
菜の花田原キャンパス

「時代の変化を見据えた日本風景街道の目的と
は何か！？」をテーマに開催された風景街道大学

（先進事例報告や分科会）に議員も参加しました。

3月26日
文教厚生委員会・
総務産業委員会報告会

政策提言に向け、執行部に対し、令和5
年度に行った各委員会の視察や勉強会な
どの報告を行いました。

⃝若戸市民館
　令和６年４月２３日（火）１９：００から
　意見交換会テーマ	 ・赤羽根市民センターと文化会館の施設再編について
	 ・猫問題について
	 ・自治防災について
⃝神戸市民館
　令和６年４月２４日（水）１９：００から
　意見交換会テーマ	 ・自治会の成り手不足について
	 ・空き家対策について
	 ・高齢化対策について
⃝清田市民館
　令和６年４月２５日（木）１９：００から
　意見交換会テーマ	 ・少子高齢化問題の対応策について
	 ・市街化区域における防災・減災対策について
	 ・農業・漁業者の取り組みと課題について
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学
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陸
上
競
技
部
の
皆
さ
ん

｜
｜

令
和
5
年
度
は
、
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
で

女
子
4
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
2
位
・
女
子
１
０
０
ｍ
走
3
位

と
好
成
績
で
し
た
が
、
そ
の
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
は
。

　
「
初
め
は
う
れ
し
か
っ

た
け
ど
、
時
間
と
共
に
悔

し
さ
が
。」「
日
本
一
を
目

指
し
て
い
た
の
で
悔
し

か
っ
た
け
ど
、
や
り
切
っ

た
と
い
う
達
成
感
が
あ
り

ま
し
た
。」「
今
ま
で
の
集

大
成
と
し
て
、
全
国
２
位

に
な
る
こ
と
が
で
き
て
、

素
直
に
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。」「
今
年
の
夏
の
目
標

は
、リ
レ
ー
で
全
国
制
覇
。

個
人
で
全
国
出
場
で
す
。」

｜
｜

普
段
練
習
で
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
。

　
陸
上
競
技
自
体
を
楽
し
む
こ
と
を
心
掛
け
、
や
る
と
き
は
真

剣
に
や
り
、
休
む
と
き
に
は
し
っ
か
り
と
体
を
休
め
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

｜
｜

新
チ
ー
ム
は
、
県
新
人
陸
上
競
技
大
会
で
男
女
と
も
に
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
優
勝
と
好
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
ね
。

　
先
輩
た
ち
の
思
い
も
背
負
っ
て
、
日
本
一
に
な
る
た
め
の
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
練
習
の
質
を
高
く
す
る
こ

と
、
準
備
や
片
付
け
を
す
ば
や

く
行
い
、
練
習
時
間
を
で
き
る

だ
け
多
く
確
保
す
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
間
性
の
面
も
大
切

に
し
て
い
て
、「
あ
い
さ
つ
」
や

「
仲
間
の
応
援
を
し
っ
か
り
や

る
」
と
い
う
こ
と
も
心
掛
け
て

い
ま
す
。

｜
｜

大
会
に
向
け
て
意
気
込
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
１
０
０
ｍ
走
と
4
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
日
本
一
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
で
は
、
中
学
記
録
の
更
新
を
狙
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
日
々
の
練
習
で
は
み
ん
な
で
励
ま
し
合
い

な
が
ら
、
お
互
い
に
高
め
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
聞
き
手
：
村
上
誠
）
令
和
6
年
2
月
取
材

「
東
部
中
学
校
陸
上
競
技
部
の
「
誇
り
」
を
胸
に
！！
」


